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研修報告書

	所　　属　　南山苑３階介護グループ　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　河原　範之

	期　　間　　平成　２６年　１０月１６日　

	出張目的　　全国介護老人保健施設大会参加の為

	出 張 先　　盛岡駅周辺5会場（盛岡市民文化ホール　マリオス、岩手県民情報交流センター　　　　アイ－ナ、ホテルメトロポリタン盛岡、ホテルルイズ、ホテル東日本盛岡）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体考察】

　第２５回介護老人保健施設大会参加してみて、まずはトラブル等なく当苑演題の発表を終えたことを報告する。発表に関しては、今までの医療福祉学会や青森県長寿研究会での経験が生き極度に緊張する事無く発表を終えることが出来た。座長から質問もありましたが、しっかりと受け止めることが出来、スムーズに返答する事が出来た。発表後の感想としては、今まで経験してきた事が一つ一つ自分の能力となり成長していると実感し、説明する能力・理解する能力が微力ではあるが向上したと考える。

JGMの立場から考えるとこういった舞台に立てる人材をどんどん増やし、積極的に意見交換できる環境にしていければ良いと考える。当法人で実施している事が無駄になっていないことを、大きな舞台に立って職員それぞれに感じてもらいたい。

　参加してみて、日本全国の老健に携わる方々と会うことが出来本当に勇気をもらえました。南山苑の現状を考えると人員も増えてはきましたが、まだまだ課題も多くネガティブに考えてしまう事が多いかと感じる。20代の方々が発表している姿や同世代の方が悩み苦しみながらも課題に取り組み、改善したなど報告内容を聞くと窮地にいるのは自分達だけではないし、その中でもより良い環境を求めなによりチームとして高齢者の為に試行錯誤していて共感できた。常に前向きに立ち、過去をしっかりと確認し一歩一歩前進するフロアを自分達で創る。他人を巻き込むぐらいのエネルギーを持たなければダメなんだと強く感じた。

演題の内容としては、質の高低差があることも感じ、自分達の内容も悪くはなかったと思うが物足りなさもあったと思う。スライドの見せ方や、参考文献の引用なども工夫が必要と感じ来年の課題とする。

調査期間も短いものから長期にわたるもの様々で、下記で報告するものは２年間と長期にわたり活動しており活動内容の幅に大きな差があり内容にも感銘を受けた。

　初めての参加で、行動の仕方が分からず会場移動でのタイムロスがあった。次回の神奈川大会に参加する職員は、行動計画を練ってからの参加を勧める。また、質問の時間はあるが時間が決まっておりすぐに次の演題に移るので聞きたい事、質問がある場合は演題終了後、直接発表者に聞いた方が簡単な疑問から深い質問まで聞けると思う。

演題1　　お家に帰ろう　　～よみがえった家族の絆～

　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県　介護老人保健施設　萩の里

　認知症専門等へ入所された利用者の「お家に帰りたい」という想いを叶える為、２年間、毎週スタッフ同行で家へ外出を続けた。その結果、長年の介護で限界を感じ消極的だった家族と利用者の心が通じ合い、絆が蘇った。

【対象者】　9２歳　男性　

70歳頃より認知症発症。デイサービス利用し在宅生活を続けていたが、H20年、デイ利用中に離設あり3時間後に15キロ離れた場所で発見される。その後はGPS装着し生活されるも症状の進行とともに家族の介護負担が増大し、H24年5月施設入所となる。歩行は自立されていたが、次第に転倒事故が増える。耳が遠い為、意思疎通が上手く図れず易怒的になり大声を出されることが多く、気分が良い時も叫ぶ様子ある。自ら何かを訴えることはほとんどなかったが、時折、自宅のある地区の名前を言うことがあった。

【自宅訪問】

H24年5月、在宅での生活把握のため、相談員・担当介護員・OTで自宅訪問。そこには、「だまって待ってろ」「何回も同じ事を言うな」「夕飯抜きにするぞ」など厳しい言葉で書かれた張り紙がたくさん置いてあった。息子さんがなかなか意思疎通の図れない為、使用していた物だった。

【ケースカンファレンス】

自宅訪問一週間後、医師・管理栄養士・理学療法士・相談員・担当看護師・担当介護士でケースカンファレンス実施。相談員より自宅へ連れて行ってあげたいと提案がある。家族関係の現状は息子さんから、母が父の介護をしていて言うことを聞かず、口論となってしまうのが見ていて辛く強く当たってしまい張り紙していたとのこと。もう一度家族の絆を修復したい事、男性の希望を叶える為、家族の了承を得て自宅外出を行う事に決定。

【自宅へ】

H24年7月、スタッフ同行で、入所後初めて自宅へ帰る。男性はとても喜ばれ、施設に戻っても笑顔が多く見られていた。その後、ケアプランで自宅外出を立案し、週に1回自宅へ行くことにする。回数を重ねる毎に大声で叫ぶことも無くなり、息子さんや妻を名前で呼ぶようになる。徐々に家族への心境に変化が現れ、帰ってくるのを楽しみに待つように変わる。丸2年、週1回の自宅外出を継続し家族の絆の重要性を再認識した。

【考察】

この演題は、チームとして取り組む課題が集約されているように感じた。一つの成功例としての発表でしたが丸2年も自宅外出を継続している姿に正直驚きが強かった。まず、職員の利用者の希望を叶えたいという思いにつきる。期間も長く、様々な困難があったと推測できるが成果として介護職員が今回の男性入所者の変化を実感出来ている事、家族の認知症への理解や施設との信頼関係が構築されている事、男性と家族が喜びを共有できている事があげられる。また、介護職員だけでなく様々な職種が協同しており、連携も充分に行なわれていると感じた。家族と疎遠にならない事にも繋がっている面でも共感できる。当フロアも入所当時は頻会に面会に来られるが、３ヶ月～６ヶ月となると徐々に回数が減っていく家族も少なくない。ただし、ここまでの事を行なうには施設入所から間もない入所者のみに限定されてしまうと考える。入所期間が長期化していると、認知症症状が進行し自宅の記憶が全く失われている事や家族が生活サイクルに順応できずに負担になることも考えられる。また、入所者のニーズと家族のニーズが合致しないこともある。入所時点での対応やニーズの見極めも重要である。

当フロアも外出・外泊を支援しているが、年１回、数名程度となっている。今回のケースと比べると、当フロアも何人か自宅へ外出できると考える。①自宅が施設の近辺である事。②家族が自宅にて過ごす時間を持ちたいという思いを持っている事。③入所者の身体的・精神的状態が安定している事。などが必須要項だが、最大の要点は施設として基本的なサービス・ケアがしっかりと全利用者に行き届いていなければならない。まずは、施設内のことをしっかりと行えた上で出きる事を増やしていかなければと考えます。最後に外出支援として、とても参考になる演題であり実現性も高いので今後、取り入れたいと思う。

演題2　　　『笑顔の花を咲かせましょう！』　～園芸活動☆生き活き組～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県　介護老人保健施設　マリア・ヴィラ

外へ出る機会が少なく、刺激の少ない日々を送られている利用者に対し、園芸療法の持つ力を活かして、身体、精神、社会面、損なわれた機能へアプローチし、ADL・QOLの向上、生活課題の改善を図る。

【実施方法と内容】期間：平成25年7月初旬～11月中旬

1） 園芸療法チームを立ち上げ、園芸に詳しいスタッフからのアドバイスや勉強会により知識を深めた。

2） 生活課題を重視し、対象利用者を3名選出した。Ａ氏　99歳女性　要介護度：4　Ｂ氏　83歳女性

要介護度：2　Ｃ氏　69歳女性　要介護度：3

3） 季節を重視し5種類の植物を選定した。

4） 活動中のポイント・ベランダを活動場所に設定。一連の活動を利用者主体で進め、植物の成長に携わるとともにスタッフや利用者間の交流を促す。

5） 評価方法・ＭＭＳＥ・気持ちの変化、評価シート・ケース記録。

【実践内容】

· 土を混ぜ、苗を植えるところから主体的に携わり、植物への関心を促し、次への期待感が生まれることを目的とした。

· 日々の水やりを当番制とした・当番表を食堂テーブルに設置し、会話促進、意識付けを図った・統一した対応ができるよう、ポイントを記した携帯用カードを作成。

· 活動スペースを‘利用者の生活が活性化するように‘と「生き活き畑」と名付け、利用者と共に表示用の文字を作成。また、専用掲示板に活動の進歩状況や成長具合などを掲示し、他利用者や家族への関心や意識付けを実施。

· 達成感が得られるように、収穫は利用者自らの手で実施。

· 厨房の協力を得て、食べる楽しみを共有。

· 収穫した植物をスタンプとして活用、暑中見舞いや創作絵画を作成し、フロアに展示。

· 来期も植えられるように、朝顔の種を収穫。

· 途切れずに活動できるように、季節に合わせた花や野菜の買い出しを利用者と共に行なった。

【結果】

3人共、活動的になり、元からあった積極性が出た方やADLが向上した方、季節や場所といった見当識、短期記憶の改善が明確に数値として表れた。

【考察】

最初から最後まで利用者の主体性を尊重し、単なる園芸に留まらず創作活動や家族交流に繋げ園芸療法の見本となるような演題であった。当フロアでも毎年、園芸を取り入れてはいるが利用者の主体性に欠けていたと改めて考えさせられることが多く反省するばかりである。花の選別、種まき、水やり、収穫、種の収穫まで比べると職員の自己満足になっていたと考える。役割を持たせ生活リズムに取り入れる事で認知症症状の緩和や利用者の感受性にも良い刺激になり良い効果が表れたと推測する。園芸のみではなく、その他の活動に繋げてこそ、利用者の活気・ADL・QOL向上に繋がると感じた。冬期は雪により外での活動が極端に減少してしまう為、早急にフロア内でもできる物を探し提供していかなければならない。

